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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

自 2023年４月１日

至 2023年12月31日

自 2022年４月１日

至 2023年３月31日

売上高 （千円） 26,242,041 24,674,821 34,391,592

経常利益 （千円） 1,034,406 671,009 1,307,056

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 691,856 447,441 955,946

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 700,021 472,964 1,044,500

純資産額 （千円） 15,097,252 15,731,655 15,441,730

総資産額 （千円） 25,133,328 24,774,114 24,392,843

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 151.24 97.80 208.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.1 63.5 63.3
 

　

回次
第71期

第３四半期
連結会計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年10月１日

至 2022年12月31日

自 2023年10月１日

至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 39.89 20.05
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、行

動制限や海外渡航制限等も緩和され、外食・宿泊・娯楽等の経済活動の正常化が進み、緩やかな回復基調が見られ

るものの、長期化するウクライナ情勢等による資源価格の高騰、世界的な金融引締めや円安進行など、景気の先行

きは依然として不透明な状態が続いております。

当社グループが主として関連する塗料業界におきましては、こうした経済環境のもと、出荷数量は減少いたしま

した。

このような情勢のもとで、当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の製品出荷数量は、101,055トン（前

年同期比1.3％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間の業績といたしましては、売上高は、印刷用溶剤類の出荷数量の減少や、国内の原

油・ナフサ市況が前年に比べて低水準で推移したことにより販売単価が下落したため、246億74百万円(同6.0％減)

の減収となりました。

主な品目別の売上高は、ラッカーシンナー類が５億55百万円(同7.4％増)、合成樹脂塗料用シンナー類が４億48百

万円(同11.6％増)、洗浄用シンナー類が16億62百万円(同7.9％増)、印刷用溶剤類が44億85百万円(同11.9％減)、特

殊シンナー類が26億58百万円(同1.8％増)、単一溶剤類が95億91百万円(同10.1％減)、塗料・その他が16億79百万円

(同3.0％増)、単一溶剤を中心とした商品が35億69百万円(同5.4％減)、その他収入が22百万円(同166.4％増)となり

ました。

利益面につきましては、効率的な原材料購入の推進及び新規需要の開拓に努めましたが、円安等による一部の原

材料価格の上昇や運送費の上昇等があり、その結果、営業利益５億83百万円(同41.3％減)、経常利益６億71百万円

(同35.1％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益４億47百万円(同35.3％減)と、いずれも減益となりました。

 
当第３四半期連結会計期間末の総資産は、247億74百万円(前連結会計年度末比３億81百万円増)となりました。こ

れは主に、受取手形及び売掛金の増加(同４億52百万円増)、電子記録債権の増加(同３億12百万円増)等があったも

のの、現金及び預金の減少(同５億43百万円減)等があったことによるものであります。

負債総額は、90億42百万円(前連結会計年度末比91百万円増)となりました。これは主に、買掛金の増加(同１億円

増)、電子記録債務の増加(同２億18百万円増)、短期借入金の増加(同３億円増)等があったものの、未払法人税等の

減少(同２億14百万円減)等があったことによるものであります。

純資産は、157億31百万円(前連結会計年度末比２億89百万円増)となりました。これは主に、利益剰余金の増加

(同２億64百万円増)等があったことによるものであります。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありませ

ん。

 
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は71百万円増であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,760,000

計 11,760,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,592,000 4,592,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株で
あります。

計 4,592,000 4,592,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額

(千円)

資本金
残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年12月31日 ― 4,592,000 ― 729,000 ― 666,880
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

2023年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 16,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,573,800 45,738 －

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数  4,592,000 － －

総株主の議決権 － 45,738 －
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 99株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2023年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②  【自己株式等】

2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

大伸化学株式会社

東京都港区芝大門

一丁目９番９号 16,700 － 16,700 0.36

計 － 16,700 － 16,700 0.36
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、應和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,705,635 5,162,033

  受取手形及び売掛金 ※1  8,398,855 ※1,※2  8,851,044

  電子記録債権 3,478,918 ※2  3,791,093

  商品及び製品 226,431 274,040

  原材料及び貯蔵品 918,768 965,146

  その他 ※1  127,042 ※1  93,819

  貸倒引当金 △1,188 △1,265

  流動資産合計 18,854,464 19,135,912

 固定資産   

  有形固定資産 4,089,609 4,182,188

  無形固定資産 82,268 70,633

  投資その他の資産   

   その他 1,386,741 1,405,618

   貸倒引当金 △20,239 △20,239

   投資その他の資産合計 1,366,501 1,385,379

  固定資産合計 5,538,379 5,638,201

 資産合計 24,392,843 24,774,114

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 4,731,002 4,831,516

  電子記録債務 2,874,855 3,093,360

  短期借入金 - 300,000

  1年内返済予定の長期借入金 20,000 -

  未払法人税等 253,220 39,205

  賞与引当金 165,267 81,376

  役員賞与引当金 40,000 -

  その他 629,302 507,081

  流動負債合計 8,713,648 8,852,540

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 149,450 94,450

  退職給付に係る負債 40,573 53,179

  その他 47,441 42,288

  固定負債合計 237,464 189,917

 負債合計 8,951,112 9,042,458
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 729,000 729,000

  資本剰余金 675,939 675,939

  利益剰余金 13,867,917 14,132,350

  自己株式 △12,519 △12,551

  株主資本合計 15,260,337 15,524,739

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 68,348 108,990

  退職給付に係る調整累計額 113,044 97,925

  その他の包括利益累計額合計 181,393 206,916

 純資産合計 15,441,730 15,731,655

負債純資産合計 24,392,843 24,774,114
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 26,242,041 24,674,821

売上原価 22,862,976 21,437,880

売上総利益 3,379,065 3,236,940

販売費及び一般管理費 2,385,012 2,653,130

営業利益 994,053 583,809

営業外収益   

 受取利息 332 166

 受取配当金 17,534 18,856

 保険返戻金 - 45,702

 その他 24,024 32,343

 営業外収益合計 41,890 97,069

営業外費用   

 支払利息 838 618

 手形売却損 692 508

 支払補償費 - 7,822

 その他 6 920

 営業外費用合計 1,537 9,869

経常利益 1,034,406 671,009

特別利益   

 固定資産売却益 2,457 5,648

 特別利益合計 2,457 5,648

特別損失   

 固定資産売却損 - 0

 固定資産除却損 265 4,475

 特別損失合計 265 4,475

税金等調整前四半期純利益 1,036,598 672,182

法人税等 344,742 224,740

四半期純利益 691,856 447,441

親会社株主に帰属する四半期純利益 691,856 447,441
 

EDINET提出書類

大伸化学株式会社(E00917)

四半期報告書

 9/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 691,856 447,441

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,511 40,641

 退職給付に係る調整額 △4,346 △15,119

 その他の包括利益合計 8,165 25,522

四半期包括利益 700,021 472,964

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 700,021 472,964
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

(税金費用の計算)

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。
 

 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日 至 2023年12月31日)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）「新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り」に記載

した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありません。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  債権流動化による譲渡残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形 115,342千円 86,878千円

預け金 17,878千円 15,203千円
 

(注)  流動資産の「その他」に含まれている「預け金」は譲渡済売上債権のうち、債権買取会社への期末現在の必要

留保金額であります。

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記

録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形 －千円 123,589千円

電子記録債権 －千円 388,340千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

減価償却費 258,025千円 289,429千円

のれんの償却額 11,839千円 －千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 146,406 32.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 183,008 40.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社グループの事業は、化学品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

（収益の分解情報）

当社グループは、品目別に売上収益を分解しております。分解した売上収益は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

内訳 売上高(千円)

製品  

  ラッカーシンナー類 517,469

  合成樹脂塗料用シンナー類 401,932

  洗浄用シンナー類 1,541,191

  印刷用溶剤類 5,093,904

  特殊シンナー類 2,612,496

  単一溶剤類 10,663,105

 塗料・その他 1,631,793

小計 22,461,893

商品  

 単一溶剤 3,527,486

  その他商品 244,141

小計 3,771,628

その他収入 8,520

小計 8,520

合計 26,242,041
 

 
当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

内訳 売上高(千円)

製品  

  ラッカーシンナー類 555,990

  合成樹脂塗料用シンナー類 448,461

  洗浄用シンナー類 1,662,485

  印刷用溶剤類 4,485,745

  特殊シンナー類 2,658,768

  単一溶剤類 9,591,372

 塗料・その他 1,679,969

小計 21,082,794

商品  

 単一溶剤 3,183,238

  その他商品 386,089

小計 3,569,327

その他収入 22,698

小計 22,698

合計 24,674,821
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

１株当たり四半期純利益 151円24銭 97円80銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 691,856 447,441

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

691,856 447,441

普通株式の期中平均株式数(株) 4,574,648 4,575,195
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2024年２月８日

大伸化学株式会社

取締役会 御中

應 和 監 査 法 人
 

東京都千代田区  
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 堀　　　　友　善  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 澤　田　　昌　輝  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大伸化学株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大伸化学株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
 

(注) １　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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